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○研究経過およひ成果の概要

　　　　　　　　　1．研究目的

　近年の、要素還元論的な研究から生体を統合的に捉え

る研究へのパラダイムシフトに伴い、「脳機能の身体性

の側面』も注目され始めた。しかし、「脳とからだの関係』

すなわち「脳機能の身体性の側面」については、ヒトを

対象とした実データでの検証はほとんどないのが現状で

ある。本研究は、この生体を統合的に捉える研究を進め

るとともに、栄養摂取、すなわち食事を通してメンタル

ヘルス予防に一般の人が日々実践できる実用的な手立て

を提供することを目指している。メンタルヘルス予防の

成功の暁には、社会的なインパクトは極めて大きいと考

える。

　本研究では、生体を統合的に捉えるために、脳機能の

側面の調査だけでなく、身体的環境としての摂取栄養素

を定量化し結びつけることを意図している。そこで、a）

メンタルヘルス関連の指標が得られる内田クレペリン検

査とGHQ30質問票（ストレス度検査）、　b）食事内容の

記録から個人の摂取栄養素が把握できるDHQ質問票お

よび骨密度等の測定、の2つの調査を実施し、これらの

調査結果について相関関係を解析する。

　　　　　　　　　2．研究方法

　東洋大学生命科学部のボランティア学生201名（2年

間通しての参加者は181名）に内田クレペリン検査にご

協力いただき、筆跡を13ms、0．3　mmの時空間分解能

で記録できるデジタルペンを用いて筆跡データを得た。

また、精神的健康度を測定する質問紙GHQ30も併せて

実施した。GHQ30質問紙は30点満点で、ユー般的疾患

傾向、‘9身体的症状、亘睡眠障害、互社会的活動障害、

⑤不安、㊨希死念慮、の6尺度を0～5点の得点として

測定できる（得点の高い方が精神的に不健康と判定され

る）、さらに身体的側面の計測として、栄養摂取素が把

握できるDHQ調査票の調査、骨密度測定を実施し、同

時に取得した身長・体重のデータからBMIを算出した。

　デジタルペンで記録した筆跡データから、文字内・文

字間の2つのストローク間隔時間の平均値‘をそれぞ

れt1、　t2とし、両者の比t／tをストローク間隔時間比

とした：。さらに、tンtlとGHQ30のスコアとの関係を、

統計解析ソフトウェアであるSPSS　l6、O　Japaneseで解
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析した。

　なお、本研究は本学の倫理審査委員会で認可されたプ

ロトコルに従い実施した。

　　　　　3．研究経過および成果の概要

　1年目（2010年）および2年目（2011年）に取得し

た内田クレペリン検査の筆跡を解析して得られたスト

ローク間隔時間比t．／t、の分布を、それぞれ図1、図2

に示す。図1よりt／t、の値が11以上に孤立した群があ

り、この群は表1の通りGHQ30の総合点・社会的活動

障害・不安・希死念慮の尺度が高いため、この群を『ハ

イリスク群』とし、その他を「ローリスク群』とした。

同様に図2でも、t、／tの値が11以上を『ハイリスク群』、

その他を『ローリスク群』とした。これら2群について、

GHQ30の総合点および各尺度の得点の群間差をノンパ

ラメトリック検定法であるMann－Whitney法で検定し

たところ、表1の通り、1年目・2年目ともに不安につ

いて群問に有意差が見られた。そこで、図3、図4にそ

れぞれ1年目・2年目の不安の得点分布を示す（赤がハ

イリスク群に属する人の得点、青がローリスク群に属す

る人の得点である），、これらから、ハイリスク群の不安

の得点はローリスク群の不安の得点に比して高いことが

確認できた；i　1。上記の結果より、ハイリスク群に属す

る人は不安傾向が強いことが確認できた。これは先行

研究で得られた『健常者のt／t．の値は5前後であるが、

休職者のt、，／tlの値はそれより大きく10前後であるL’』

ことと良く一致する。ここで、GHQ30の各尺度におけ

る群間の有意差が1年目と2年目で異なる理由を調べる

ため、ハイリスク群に属する人の変化（入れ替わり）に

注目したところ図5に示す通りとなった。これから、1

年目と2年目でハイリスク群の人数はほとんど変化しな

いが、実際の該当者の半数は入れ替わっていることが分

かった。そのため、2年目にハイリスク群に属する人は、

元々の人と1年目とは異なる特徴を有する人が混在する

ため、群としての性格が少し違ってきたと推測できる。

　また、各ボランティア学生の1年目および3年目

の骨密度OSI（踵骨音響的骨評価値：Osteo　Sono－

assessmellt　Index）の値を比較するため図6に並べて示

した。図6には、各人の身長・体重のデータから算出し

たBMI値に基づき、「やせ（Thin）」・『健常（NormaU』・「肥
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満（Obesity）』の分類も併せて示した。　OSI値について、

60歳以上を対象とした骨粗懸症検診のカットオフ値で

ある2．428以下の学生数を調べると、1年目に1名（男）・

3年目に9名（男5名・女4名）であった。これらの学

生は、20歳前後という一般にはもっとも骨密度が高い

年代にも関わらず、骨粗髪症の高齢者並の骨密度しか

ないということである。しかも男子学生が過半数という

驚くべき結果となった。BMI値との関係から、これら

OSI値が低い学生は必ずしも『やせ』にとは限らないこ

とも注目される。本来、本研究は脳機能と摂取栄養素

との関係を調べることが目的であるが、栄養摂取とOSI

値の関係も分析し、早急に学生の食生活にフィードバッ

クすべき結果が得られたと考える［／

　　4．今後の研究における課題または問題点

　今後、本学の医務室および学生相談室と連携し、メン

タルヘルス不調者の顕在化を追跡調査することで、本指

標（t／tl値）がメンタルヘルス不調の予兆把握に実際

に有効か検討を進める。さらに、栄養摂取状況とメンタ

ルヘルス不調の関係を統計的に検討する。

図1　ストローク間隔時間比tンtlの分布ほ年目） 図2　ストローク間隔時間比tL、／　tlの分布（2年目　．）

k点（不安デ

図3　t／t［と不安スコアの関係（1年旬

㎞点（不安デ

図4　tジtlと不安スコアの関係（2年日）

群間差の有意水準
GHQ30の尺度　　　　　　　　1

1年目 2年目

総合点　　　　　　　α2％ なし

一般的疾患傾向 なし　　　　　　　なし

身体的症状　　1
・一一一一一一一一

v
　
な
し
　
　
　
　
：

なし

睡眠障害　　　；　　　なし なし

社会的活動障害　　　　　　5％ なし

不安　　i　o1％　1　5％
　　　　　　　　　．

表1　群間差の有意水準の経年変化
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図5　ハイリスク群に属する人の経年変化（入れ替わり）
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60歳以上を対象とした骨鞄陪虚健診のカットオワ値以下＊に鮫当する者
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図6　骨粗霧症検診の要指導対象者の経年変化
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